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１．はじめに 京都府弥栄町奈具岡遺跡では、弥生時代中期に、鉄製工具類を用いた先進的な石製

玉類生産（玉作り）が大規模に行われていたことが判明した。この発見で、丹後地域の弥生時代玉作

りの実態が初めて明らかとなった（田代ほか１９９３・河野ほか１９９７）。同時に、弥生時代玉作りと鉄製

工具に関する議論を大きく進展させる役割を果たした（野島・河野２００１）。以上の成果を中心として、

丹後地域弥生時代の玉作りを概観する。

２．丹後の弥生時代玉作り遺跡 丹後地域において、弥生時代玉作りに関連する遺物・遺構が確認

されている遺跡は１２遺跡である。工房と推測される遺構に伴って未製品類、工具類などが一括出土し

て確認され、製作された玉の種類・製作工程等を知りうる事例は、弥栄町奈具岡遺跡の１遺跡のみで

ある。これに準ずる事例として加悦町日吉ヶ丘遺跡、志高遺跡や、桑飼上遺跡がある。大半の遺跡で

は、関連遺物が散発的に検出されているのみである。

３．玉作りの開始と展開

開始 前期に遡る可能性がある（途中ヶ丘遺跡）。中期初頭には確実に始まる（扇谷遺跡）。

展開 中期中頃～後半にかけて遺跡数が増加する。（峰山町途中ヶ丘遺跡、野田川町寺岡遺跡、加

悦町須代遺跡・日吉ヶ丘遺跡、舞鶴市志高遺跡・桑飼上遺跡）。

中期中頃に、弥栄町奈具岡遺跡が形成され始める。この遺跡では中期後半にかけて１００基に及ぶ玉

作り関連遺構が営まれる。中期中頃に、緑色凝灰岩ないし碧玉製管玉を素材とする生産を開始する（東

地区）。中期後半にかけて鉄製工具類を伴う水晶製玉類生産へと移行し、遺跡の規模が極大化する（西

地区）。玉類とともに工具類も数多く出土しており、弥生時代石製玉類生産の全体像を理解する上で

重要な資料群といえる。

衰微 後期にはいると、生産は小規模化し、衰微する。宮村遺跡・谷内遺跡・古殿遺跡で１、２点

の緑色凝灰岩ないし碧玉製未製品の出土をみるのみとなる。この時期以降、緑色凝灰岩ないし碧玉製

管玉は、北陸製など、他地域で作られた製品が主体となるようである。

４．玉類の副葬と流通 墳墓への玉類の副葬は、中期段階では碧玉ないし緑色凝灰岩製管玉が主体を

なす（志高遺跡・日吉ヶ丘遺跡）。後期には、これに加えて、舶載原料を用いて作られたガラス玉類

が顕著となる。カリガラス製の小玉と鉛ガラス製の勾玉である。ガラス製玉類は１万３千点を超え、

対馬と双璧をなす出土量といわれる（大阪府弥生文化博物館２００２）。このように、後期には玉類副葬

の主体はガラス製品へと移行する。多数の鉄器類とともに、丹後の弥生墓制を特徴づけることとなる。
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丹後地域玉作り遺跡分布図

奈具岡遺跡西地区

奈具岡遺跡住居跡・平面形分類

奈具岡遺跡
東地区奈具岡遺跡建物規模

１：住居跡全体 ２：円形住居跡 ３：方形住居跡

水晶製遺物出土一覧

水晶玉作り工程（河野案）
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奈具岡遺跡
碧玉・緑色凝灰岩製管玉製作工程

（田代案）

第２工程

第３工程 第４工程 第５工程 第６工程

第１工程

赤坂今井墳丘
墓第４主体部
出土玉類
管玉はガラス

同上頭飾り復元図
（壱岐一哉案）

奈具岡遺跡石針関連資料（田代案）
１～１３：安山岩
１４～２３：玉髄

大風呂南１号墳
第１主体遺物出土状況

第１主体出土玉類（管玉は緑色凝灰岩）
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